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司会：今回は、「外から見た茨城、中から見たい
ばらき」をテーマに皆さんに話し合っていただき

たいと考えております。本日は、県外出身者の方

を中心に、本年度の新規採用職員の中からお集ま

りいただいております。従いまして、外から見て

いた時の茨城県のイメージと実際に住み始めて

（茨城県民として）感じたことの違いや、茨城県

庁職員として働き始める前に感じていたことと、

実際に働き始めて（社会人として）感じたことの

違いなどを中心に、自由にご発言いただきたいと

思います。

司会：最初に、県外に住んでいた時の茨城県に
対するイメージをお伺いしたいと思います。

西口：小学校以前に埼玉に住んでいたこともあ
り、近くの県だったものですから茨城に対するイ

メージは持ちやすかったです。距離的に「近い」

という感じを持っていました。

自然が豊かで農産物が豊富に採れるということ

と、つくばで科学万博がありましたので科学技術

に関する先進県というイメージがありました。

田原：私は高校３年生まで埼玉県に住んでおり、
県庁所在地が水戸市ということ以外は茨城につい

てほとんど知りませんでした。子どもの頃、大洗

に海水浴にきた時も、大洗は千葉県だと思ってい

ました。

特に強い印象としては、大学の入寮の時、管理

人の方に、なかなか言葉が通じなかったことです。

（笑い）

隣りの県なのになぜ通じないんだろうとびっく

りしました。また、車がないと生活するのが不便

だという印象を持っていました。

高木：茨城に来て最初に住んだのがつくばでし
た。それ以前に住んでいたところ（千葉県安房郡
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三芳村←(注)館山市の隣り）は非常に田舎だった

ので、つくばに住んで、特に不便を感じることは

ありませんでした。

房総にくらべ、茨城は距離のわりに東京への行

き来が近く感じます。

高橋：私が「茨城」
と聞いてまず思い

浮かんだのは「納

豆」でした。

私の記憶が確か

であるならば、茨

城県を訪れたのは

科学万博と筑波山登山の２回だけだと思います。

前川：私は高校生まで栃木県（宇都宮市）に住
んでいました。茨城県といえば、幼い頃夏になる

と、両親が連れていってくれた河原子海岸です。

当時は茨城県に対して随分遠いイメージがあっ

たのですが、自分で車を運転するようになると、

約１時間半で海岸線までくることが分かり、非常

に近いと感じています。今後、北関東自動車道が

開通すれば、１時間もかからないで茨城まで来る

ことが出来るようになり、「茨城県のイメージ」、

「栃木県のイメージ」と区別する必要がなくなる

（地域間の差がなくなる）のではないでしょうか。

司会：茨城県に生まれ、ずっと茨城県で育った
小林さんはいかがですか。大学生の時は東京に住

んでいたということですが、その時、外から茨城

を見て感じたことなどをお願いいたします。

小林：大学時代の友人に、茨城県のイメージを
聞くと、「茨城県」というイメージはほとんどな

く、「水戸」とか「つくば」などがある所という

程度の答えしか返ってきませんでした。

何回か実家（日立）に友達を泊り込みで招いた

ことがありましたが、その時に必ず言われること

は、東京から非常に近く、２～３日ならば、飽き

ることなく自然と観光を満喫できるという感想が

多かったです。

一方で、茨城県の人は荒い口調で話すことが多

いようで、喧嘩をしているように思うみたいです。

初めて訪れた人はカルチャーショックを受けるの

ではないでしょうか。

司会：それでは次に、実際に茨城県で生活して
みた感想についてお伺いしたいと思います。

自然環境や生活環境について、また、県民性の

違いなどについてお願いいたします。

小林：私の場合は
長く茨城に住んでい

るのですが、小さい

頃は特に不便は感じ

ませんでした。行動

範囲の広がる高校生

ぐらいで、不便を感

じるようになりまし

たが、大人になってしまえば、「車」という武器

があるおかげで、特に不便は感じていません。

県民性については、「水戸っぽ」ということで

一般的に言われるように、非常に気が短く荒っぽ

い県民性であると思います。このことは、職場内

でも顕著で、他県からこられた方はきっとびっく

りするのではないかと思います。

田原：私が現在住んでいるつくば市や土浦市は、
東京に近い分、様々な面で東京に依存している部

分が多く、都市としての発達が未熟な気がします。

水戸市については、独自の個性を発揮していて、

都市としては非常に雰囲気が良く、便利であると

中から見たいばらき�
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感じています。

自然環境につきましては、つくば市の例で言う

と、公園とか歩道・自転車道などがきれいに、整

備してある地区は非常に使いやすく便利に出来て

いますが、少し都市から離れてしまうとまったく

の未整備地区となってしまい、その落差が激しく

全体として不便を感じています。

高橋：私が26年間住んでいた千葉県船橋市は比
較的便利なところでしたので、茨城県の水戸市に

住んでみて、少々不便さを感じています。ですか

ら、洋服などの買い物は、未だに千葉県内に出掛

けています。

茨城の場合は可住地面積が広いので、インフラ

などの整備にムラが出てくるのは仕方のないこと

で、今後それぞれ目的別（都市、郊外別）にしっ

かり整備していく必要があるのではないかと思い

ます。

司会：千葉県の都市部と農村部の差はいかがで
すか？

高木：私は農村部
に住んでいたので

すが、用事や買い

物等、何かと都市

部の方へ出て行く

機会が結構ありま

す。そういう中で、

まちの景色の違いとか暮らしの利便性の差を感じ

ていました。

逆に都市部に住む人達は、農村部に行く機会は

少なく、例えば千葉の田舎のほうがどんな様子か

あまり 知らないし、地域差という実感も少ないと

思うのですが、どうでしょうか？

高橋：そうですね。今の高木さんの話について

は、茨城県でも同じことが言えると思います。

また、千葉県は、都市部と農村部の差がはっき

りしており、都市部（県西）では公共交通機関が

発達しているのに対して、農村部（県南）では茨

城と似た感じで、車での生活を強いられます。

前川：栃木県も地
域(特に県北と県南)

によって差が有り、

県北地方は比較的茨

城に似た雰囲気があ

ります。

自然環境について

は、千波湖のような

大きな湖が都市景観の一部になっているなど、偕

楽園を含めた千波湖の周辺は素晴らしいと思いま

す。

現在街路事業に携わっていますが、水戸の場合

は宇都宮に比べると幹線道路が少なく、少し横道

にそれると細い道路になってしまうという状況に

なっており、車の運転など不自由を感じる事が多

くなっています。もう少し幹線道路を格子状に発

達させると、より住みやすい町になると思います。

県民性については、茨城はとても明朗な方が多

いと思います。

西口：４月から水戸で生活をするようになった
のですが、水戸には偕楽園や、県庁舎の裏の梅林

に囲まれた弘道館、外観に歴史を感じさせる三の

丸小学校などすばらしい建物などが沢山あり、こ

のような建物の整備は今後大切であると感じてい

ます。

一方、医療、福祉関係は不便さを感じています。

安心して生活出来るように、身近に質の高いサー

ビスを提供する医療機関があると大変良いと思い

ます。
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司会：それでは、４月から今まで茨城県の職員
として働き始めて感じたこと。例えば、仕事につ

いての理想と現実のギャップや、仕事上で非常に

嬉しかったこと、悔しかったことなどを中心にお

願いいたします。

西口：私の場合は、
県全体の施策に関わ

る仕事をしているの

で、非常に多くの知

識を必要とし、仕事

の大変さを感じると

同時に、自分の住ん

でいる茨城には愛着

を持っておりますの

で、その茨城に関わる様々な仕事が出来ると言う

ことで、日々非常に充実しております。

働き始める前に想像していた事とのギャップに

ついては、時間に追われて仕事をすることが多々

あることです。もう少しじっくりと、一つ一つの

事を積み重ねて仕事を進めていくイメージを持っ

ていたのですが、実際には駆け足をしながら本を

読むようなテンポで仕事をこなしています。

高橋：私は入庁する前に民間企業に勤務してい
た経験があるので、その職場との比較になってし

まいますが、民間と比べて仕事量が少ないと感じ

ました。一方、仕事がとても簡略化されており、

これについては、事務処理がし易く効率的である

という印象を受けました。また、書類が非常に多

いと言う印象を受けましたので、文書量について

は、仕事の手続き同様に簡素化する必要があるの

ではないかと思います。

前川：私が茨城県の職員を目指したのは、大学
の時海岸工学を専攻していたこともあり、その時

からの関わりもあって、常陸那珂港の開港に立ち

会いたいという思いからです。

県職員の方がどのような仕事をしているのか良

くわからなかったので、特別なイメージは無く、

入庁後のギャップもありませんでした。

入庁後気づいた点として、情報のやり取りをス

ムーズに出来るようにすることが大切であると感

じました。例えば、提出資料の「様式」などは、

フロッピーディスクなどで事前に資料提出者に渡

すなど、できるだけ無駄を省いて効率的に情報を

伝達する必要があります。

また、都市計画の仕事については、すでに決定

している都市計画を事業化するにあたって、その

計画が、時代または住民のニーズに合ったものか

を再確認するなど、柔軟に対応することが望まし

いと思います。

高木：私は、まちづくりに関わる仕事、県民の
顔が見える仕事が希望だったので、現在の仕事は

希望していたものに近く、満足しています。本庁

で仕事をしていると住民と接する機会が少なくな

ってしまうので、これからも出来るだけ住民のほ

うを向いて仕事ができるよう努めていきたいと思

います。

小林：現在、最終予算の事務処理の時期ですが、
なぜ予算を余らすことを国（国補事業において）

は嫌がるのでしょうか。「全部使い切ってもらわ

ないと困る」というのは、今の時代では理不尽に

思えてなりません。

私の担当している農業構造改善事業（国補事業）

は、画一的に補助率１／２となっていますが、地

域の実情や補助対象メニューに応じ様々な補助率

があっても良いし、余った予算については、使い

茨城県職員（社会人）として働き始めて�
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切るのではなく効果的な利用方法で対処するな

ど、臨機応変に対応できる体制を新たに創る必要

があると思います。

田原：県職員と言
っても、現在の仕

事はあまり県民の

方と接する機会が

なく、時々セミナ

ー等で市町村の職

員の方などにお会

いするくらいで、

普段は黙々と県の

ホームページ関係の仕事に取り組んでいます。で

すから、私がイメージしていた公務員の仕事とは

全く違うような気がします。

これからは、県職員として働いていく上で勉強

になるような仕事（例えば法律を扱うようなセク

ション）にも携わっていきたいと考えています。

司会：最後に、今後茨城県全体に必要なこと、
更には県職員として自分自身にとって必要なこと

をお伺いしたいと思います。

高橋：今朝、テレビニュースで千葉県のある自
治体がＩＳＯ１４００１を認証取得したと言うこ

とを見たのですが、今後茨城県も地球にやさしい

行政を心がけて仕事に取り組んで行くことが望ま

しいのではないかと思います。

また、県職員の方は個人的に資格を持っている

方が少ないようなので、仕事に生かせるような資

格を取得することも必要になってくると思いま

す。

担当する仕事も、機械的にこなすのではなく、

疑問点の解消や改善点などを考えるようにして仕

事を進めていきたいと考えています。

小林：今後、行政の仕事においてもその「費用
対効果」を図る必要があると感じています。すべ

ての事業で「効果」を測るのは難しいと思います

が、「効果」を測ることでその事業の問題点や改

善点が見つかるのではないかと思います。問題点

や改善点が見つかれば次にその事業を今後どのよ

うにすべきかという新たな方向性が見えてくると

思います。

高木：これからは今までのような開発志向では
なく、もっと身近なところに着目したまちづくり

に取り組まなければならないと感じています。も

のすごい「モノ」でなくてよくて、「結構いいよ」

ぐらいの気持ちが大事かと思います。

県民皆が「茨城県は、結構いいよ！」とか、自

分が住んでいる地域に対しても「私のまちは、結

構いいよ」と思えたら良いですね。そうしたいで

す。

話は変わりますが、茨城県の職員として、2002

年サッカーワールドカップの開催にとても期待し

ています。地域活性化の良い起爆剤になるのでは

ないでしょうか。（また、できれば私もワールド

今後の茨城県にとって必要なこと、
自分自身にとって必要なこと�
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埼玉県大宮市出身。�
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カップに関連した業務に携わりたいと思っていま

す。密かな希望ですけど…）

前川：県の仕事の中で、外の課からの調査・照
会の依頼については、県全体で各課の持っている

データをデータベース化して、必要な人が必要な

時に照会できるようにすれば、無駄な作業を大幅

に削減できるのではないかと思います。

また、現在首都機能移転の候補地の選定等が行

われていますが、仮に茨城に決まれば、「日本の

首都機能の一部」が茨城県にくるわけですから、

そのようなことも考えて茨城県の将来を考えてい

かなければいけないと思います。

田原：私も高橋さんが言われたように、資格を
取得することは良いことだと思います。仕事のや

る気を起こさせる意味でも、自分を磨く意味でも、

良いことだと思います。

また、県の政策はあまり一般の県民に知られて

いないので、もっと県の政策を県民に周知する努

力が必要であると思います。

西口：私自身については、まず「茨城」につい
て、誰よりも詳しくなれるように勉強する必要が

あると思っています。

また、これから茨城県に求められることと言い

ますと、少子高齢社会に向けた体制づくりが重要

になってくるのではないかと思います。重点的に

少子高齢社会に向けた環境整備を推進する必要が

あると考えています。県に入る時に福祉の仕事に

携わりたいという希望を持っていましたので、私

なりに強く感じていることです。

また、一度社会人として外から茨城を客観的に

見てみたいという希望がありますので、庁内公募

制度などを利用して違った角度から茨城について

勉強したいと考えています。

司会：本日は長時間にわたりありがとうござい
ました。貴重なご意見を伺うことができて、大変

有意義でした。
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